
第 13回親子登山教室（変更）『親子登山教室スタッフ研修』報告書 

 

◎参加者が都合により来れなくなったが、スタッフと講師で今後のコースの下見や指導内容等の

検討を兼ねたスタッフ研修会に変更する。 

 

□開催日      令和７年７月１９日（土）～２０日（日） 

【目的地】  奥日光庵滝及男体山（2484m）栃木県日光市 

【主 催】  公益社団法人日本山岳会 栃木支部 

【共 催】  栃木県山岳・スポーツクライミング連盟 

【後 援】  栃木県教育委員会、日光市教育委員会、学習院山桜会 

【主 旨】  美しく雄大な自然にふれながら、親子の絆を深め、他人との協働と日光山系 

登山による自然体験を通して、心身ともにたくましく自立する青少年の人格 

形成の一助とする。 

【主催者】 

No 氏   名 役         職 備  考 

１ 藤田 渓 学習院山桜会  

２ 富永 孝昭 自然観察講師  

３ 渡邉 雄二 日本山岳会栃木支部支部長  

４ 仲畠 正子 実行委員長・食料・総務  

５ 後藤  尚 実行委員・食料・記録  

６ 高野 正道 実行委員・装備・食料  

７ 菱田 克彦 実行委員・装備・食料  

８ 大島 健一 実行委員・装備・食料  

 

【天 気】７月１９日（土）晴れ・７月２０日（日）晴れ 

【日 程】 

 

★７月１９日（土） 

１３：００ 竜頭の滝上駐車場集合・出発 

１５：２０ 庵滝着 

１６：４０ 竜頭の滝上駐車場着     

１６：５０ 学習院日光光徳小屋到着 

１６：５０ チェックイン・管理人さん諸注意 

１７：００  ミーティング・夕食準備 

      １８：３０ 夕食・懇談 

    ２１：００ 夕食後片付け 

    ２１：３０ 星座観察 

    ２２：００ 消灯 

 

★７月２０日（日） 

５：００ 起床 

５：３０ 朝食・部屋の掃除 



６：３０ 光徳小屋出発・登山口へ移動 

７：００ 男体山登山口・準備体操 

７：１５ 登山口出発 

９：４０ 男体山山頂 

１２：２０ 登山口着 

 １２：４０ 梵字飯場跡駐車場解散 

 

 

 

平成２４年に開始された親子登山教室は、今年度第１３回を迎えるところだった。しかし、今回は

新聞掲載が遅れたことや、夏休みに入った日からの３連休や参議院選挙、梅雨時期にも関わらず猛暑

日が続きと悪条件が重なり、参加申込者の度重なるキャンセルがあり、最終的に親子の参加がなくな

ってしまった。中止することも考えたが、今後の対策や新コース開拓など課題を解決する機会と捉

え、スタッフ研修と内容を変更し実施した。当初から予定していた講師２名と日本山岳会栃木支部ス

タッフ６名で実施した。 

 

１３時００分に竜頭の滝上駐車場集合。新コースの下見として、冬大人気の庵滝に涼を求める

コースを選んだ。日光自然博物館で主催事業を行った実績があることから、親子登山教室に取り

入れられるかもしれないと考えた。赤沼駐車場から千手ヶ浜行きの低公害バスを利用し、弓張峠

から踏み跡の薄い山道に入るのが一般的と考えられるが、しゃくなげ橋経由のハイキング道を行

けば約１時間で弓張峠に着く。バスの発車時刻に合わせているうちに着きそうと歩きだした。道

路から山道に入る、最初は植林地の平坦な所であったが、沢沿いになると、大きな石、倒木、薄

い踏み跡を覆う植物に邪魔され歩きにくい。小さな沢を横切り針葉樹で薄暗い道なき道を行く。

１５時目的地に到着、冬は氷瀑となり、神秘的なブルーの宮殿のような景色に圧倒されるところ

だが、今日は涼しい風とマイナスイオンを浴びた。帰り道は超速で頑張り、１６時４０分には駐

車場に帰ってきた。 

光徳小屋管理人さんから昨今の奥日光情報や注意点を伺いチェックインする。まずはビールで

喉を潤しながら、本日のコースのまとめ、明日の予定を確認し、夕食と懇談タイムへ。話が尽き

ないところだが、後片付けと明日の朝

食準備をし、満天の星のもと星座観察

会を実施して２２時消灯。 

２０日（日）小屋の後片付け後に６

時３０分に出発する。スタッフ研修会

ということで、原点に帰り第 1 回の親

子登山教室で登山した志津乗越から男

体山頂の登山道下見を行った。雨水の

浸食などにより登山道はかなりえぐれ

てしまったところが多くなったが安全

登山には問題はない。快晴の下で９時

４０分山頂到着、連休の中日なので山

頂は多くの登山者で賑わっていた。中禅寺湖を眼下に３６０度のパノラマを堪能し、無事に往路

を下山した。 

参加者の減少に悩むが、結果オーライで、有意義なスタッフ研修ができた。学習院からナイス

ガイな藤田さんが初参加、直ぐに打ち解け、最初から最後まで一緒に行動してくれた。ご持参の

柚子酒もとてもおいしく、来年の参加も確約してくれる。来年は新しい風を取り入れ、より一層

充実した運営を目指そうと思う。 

（文責：日本山岳会栃木支部 仲畠正子） 


